
  

文部科学省委託 

新時代の教育のための国際協働プログラム 

初等中等教職員国際交流事業  

タイ教職員招へいプログラム 

「日タイ教育交流会」参加募集要項 

2024年 11 月 9日（土）実施 

［11 月 2 日（土）午前：日本教職員の事前オンラインミーティング］ 

 

公益財団法人ユネスコ･アジア文化センター（ACCU）では、11 月 5 日（火）から 11 月 11 日（月）まで

の 7 日間にわたりタイから初等中等教育教職員等 12 名を本邦に招へいする「タイ教職員招へいプログ

ラム」を実施します。本プログラムでは、日タイ両国の教職員および教育関係者の友好を深め、日本とタ

イの相互理解を促進し、両国の国際交流の発展、ひいては平和で持続可能な社会の実現に寄与する

ことを目的とする「日タイ教育交流会」を 11 月 9 日（土）に開催いたします。今回は、広島大学大学院人

間社会科学研究科 准教授 牧 貴愛 氏をお迎えし、タイと日本の先生とともに事業のテーマである

「『あたらしい』学び」や「新時代に求められる教職員像」を探究します。「異文化を通して学ぶ」・「『出会

い』から学ぶ」ことを通して、これからの学びの在り方を考え・問い直し、新たな学びを協創する接点とな

る機会を提供するとともに文化交流によって日本とタイの友好促進に寄与いたします。 

また、「日タイ教育交流会」での文化交流に関するミーティングを日本教職員対象にオンラインで 11

月 2日（土）に実施いたします。今回の募集にあたっては、11月 2日（土）および 11月 9日（土）の両日、

確実に参加可能な方からのご応募をお待ちしております。 

  

１. 目的 

（1）参加者が自らのコンフォートゾーンを飛び出し、「他者」と出会うこと 

（2）タイと日本教職員が「『あたらしい』学び」や「新時代に求められる教職員像」について対話し、 

さまざまな価値観や考え方に触れ、相互理解や友好を促進すること 

（3）参加者がプログラムでの経験や学びを、国際理解推進など教育実践につなげること 

（4）プログラムに関わるタイ日双方の参加者のネットワークを構築すること。 

 

2. 日時・会場 

①2024 年 11 月 2 日（土）11:00-12:30（オンライン）（10:50から Zoomへ入室可） 

②2024 年 11 月 9 日（土）10:00-17:30（9:45 受付） 

於：広島大学東広島キャンパス IDEC 研究棟（国際協力研究棟） 1 階 大会議室  

（〒739-8529 東広島市鏡山一丁目 5 番 1 号） 

交通アクセス： https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima  

キャンパスマップ： https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima/map_higashihiroshima 

（東広島キャンパス 「南エリア」 緑の「S01」-「IDEC研究棟」1 階の大会議室です） 

※大学へのお問い合わせは控えていただきますようお願いいたします。 

 

3. プログラム・スケジュール（暫定） 

時間 時間 活動 

11 月 2 日（土） 

オンライン 

10:50 入室開始 

11:00-11:30 事前説明 

11:30-12:00 自己紹介 

12:00-12:30 文化交流について 

12:30 おわり 

11 月 9 日（土） 09:45 受付開始 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima
https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima/map_higashihiroshima


  

＠広島大学東広島キャンパス 10:00-10:30 アイスブレイク 

10:30-12:00 牧貴愛先生のワークショップ 

12:00-13:30 昼食 

13:30-15:00 キャンパスツアー 

15:00-15:30 準備・休憩 

15:30-16:30 文化交流 

16:30-17:00 おわり 

※当日は時間が延長することがありますので、あらかじめご了承いただけると幸いです。 

 

4. 参加者 

タイ教職員 12 名： 

初等中等教職員（小・中・高等学校、特別支援学校、教育委員会等に所属）、およびタイ教育省 

日本教職員 10-12 名： 

初等中等教職員（小・中・高等学校、特別支援学校、教育委員会等に所属）、および教育関係者 

※広島大学 教育人材開発論研究室の学生さんが当日ご協力くださいます。 

 

5. 募集人数 

日本教職員 10-12 名 

 

6. 応募資格 

以下の要件を満たす初等中等教職員および教育関係者が応募できます。 

・日本およびタイ教職員との対話や交流に意欲があること。 

・11 月 2 日（土）および 11月 9 日（土）のプログラムに最初から最後まで参加できること。 

・主体性を持ち、積極的且つ思いやりをもって異なる背景を持つ他者と意思疎通を図り、交流することが

できること。 

 

※両日確実に参加できることを確認した上でご応募いただけると幸いです。 

 

7. 言語について 

会場には数名の通訳者（日本語-タイ語）がおりますが、ペア（またはグループ）交流では通訳はつきま

せん。通訳者がいないときでも、簡単な英会話や翻訳アプリ、ボディランゲージ等を活用し、タイの先生

とのコミュニケーションを楽しむ気持ちのある方を歓迎します。 

 

8. 参加費用 

・参加費は無料ですが、参加者の会場まで（から）の交通費は自己負担とします。 

・当日はお弁当をお渡しいたします。 

 

9． 応募先・締切 

参加希望をされる方は、ACCU ウェブサイトより申請用ファイル（様式）をダウンロードし、必要事項をご

入力の上、Email でご提出ください。申請用ファイルは Excel 形式のままで、件名は「日タイ教育交流会

参加申込み」として下さい。定員に達し次第、参加者募集を締め切らせていただきます。 

 なお、申請用ファイルの未入力等の不備がある場合には、ACCU が応募希望者に連絡した後、当該

申請者より補正申請ファイルが提出され際、その時点で定員に未達であれば、受付いたします。 

◆応募先アドレス： exchange@accu.or.jp 

◆締切： 定員に達し次第締切 

  

10．出張依頼状 



  

学校長および所属長宛の依頼状が必要な方は申請用紙にその旨をご記入ください。 

10 月末を目処に発送致します。 

 

11．事後アンケート 

プログラム終了後、ACCU からお送りするアンケートにご記入いただきます。アンケートにご記入いただ

いた内容は、プログラムの実施報告書に掲載されますので、あらかじめご了承ください。 

 

12．その他 

・事業の記録のため、プログラム実施中に活動の様子を写真や映像を撮影いたします。撮影された写

真等は文部科学省、ACCU、タイ教育省の報告者やホームページ等に掲載される予定ですので、あら

かじめご了承の上、ご応募ください。 

・LINEや Instagram, 翻訳アプリなどのソフトをダウンロードできるデジタル端末をお持ちいただくとネット

ワーキングや将来的な交流に役立ちます。コミュニケーションのお助けツールとして積極的にご活用な

さることをお勧めいたします。特に、Instagramについては令和 6年度初等中等教職員国際交流事業参

加者全体でのコミュニケーションのため、フォローをお願いする予定です。 

・2024年 11月9日（土）広島大学東広島キャンパスに自家用車での来場をご希望の場合には事前登録

が必要になります。事前登録については、参加が決定した方に詳細をお知らせいたします。自家用車

でのご来場ならびに大学構内駐車にあたり、大学利用者の迷惑になる行為は厳禁といたします。また、

駐車場内での事故、盗難に関しましては、主催者、事業実施運営者、国立大学法人広島大学は一切

責任を負いませんので、あらかじめご了承の上、ご応募ください。 

 

13．お問い合わせ  

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 国際教育交流部（伊藤・田代） 

住所：〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-32-7F 出版クラブビル 

TEL: 03-5577-2853  FAX: 03-5577-2854   

Email: exchange@accu.or.jp 


